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JAIG-Daten 

03.2025 

JAIG-Clubstationen: 

Rufzeichen Standort Verantwortlich 
DLØDJF (#101) Muenchen  DF2CW   (#18) 
DKØDJF (#50) Muenchen DF2CW   (#18) 
JL1ZYZ   (#51) Yokohama – Japan JA9IFF/1 (#21) 

 
 
NET-Frequenzen: 

NET Name Sprache Freq.(MHz) Mode Zeit 
(UTC): 

Tag NET-Kontr. Sonstiges 

JAIG-NET ja. dt. eg 21.370±QRM SSB 08.00 Sonntag JA1DKN  
JAIG-NET ja. dt. eg 14.310±QRM SSB 08.30 Sonntag JA1DKN Falls 15M-Band nicht zu-

stande kommt 

JAIG-NET ja. dt. eg 18.140±QRM SSB   Sonntag JA1DKN Ersatzfrequenz 

JANET ja. eg 21.370±QRM SSB 22.00 Samstag   
JAG-NET 
D-Star 

jp.-dt.-eg. Ref. 
DCS002Q 

 09.00 Sonntag JA1IFB  

Sprache: ja. = japanisch, dt. = deutsch, eg. = englisch 
 
 
D-Star Net  Befolgen Sie die Anweisungen des Net Controller bezueglich der Abrufreihenfolge. 

呼び出し順についてはネッロコントローラの指示に従ってください。 

 

 
 
Verbindungsfrequenz  

bei JAIG-Jahrestreffen und bei HAM-Radio  144.575 MHz    FM-Simplex 
 
 
JAIG-Home Page  

deutsch http://www.jaig.de  
japanisch http://www.jaig.jp       

 
 
JAIG-INFO via POST 

JAIG-INFO aller Art anfordern bei 
 

IKI   Kunihiko   DF2CW 
Hoenlestrasse 8 
D-80689  Muenchen       Germany 

 
 
JAIG-Diplom Antrag 

In Deutschland (und Europa) Hans  GRAF   DF2MC 
Jacques Offenbach Str. 33 
D-83395 Freilassing 

In Japan NAKAJIMA  Yasuhisa   JA9IFF 
Yokohama-shi, Hodogaya-ku,  
Sakaigi-Honcho 68-2-1104 
Kanagawa 240-0033 JAPAN 
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Liebe JAIG Freundinnen und Freunde,                          

 

Jetzt ist die Jahreszeit, in der 

Fruehlingsboten aus Japan eintreffen. 

Das Foto wurde von Frau Tokura 

(7K3EOP#542) im Shinjuku Gyoen 

Park aufgenommen und zeigt 

Kirschblueten und in die Wildnis 

zurueckgekehrte Wellensittiche. 

 

In diesen JAIG News stellen wir Euch 

anlaesslich des 100. Jubilaeums des 

Rundfunkbeginns einen interessanten oesterreichische-deutschen Radioempfaenger vor. 

 

Unsere deutsche JAIG-Gruppe hat zwei Clubstationen, DL0DJF und DK0DJF. 

Gleichzeitig wurde vom DARC ein Soder- DOK „DJF“ zugeteilt. Da es in letzter Zeit jedoch 

keine Anfragen zur Nutzung dieser Clubstation gab, planen wir, diese beiden Rufzeichen 

zum 31. Dezember 2025 zurueckzugeben.  

Gleichzeitig wird auch der Sonder-DOK ungueltig.  

Bitte teilet uns Euere Meinung dazu mit. 

 

Also, viel Spass beim Lesen der JAIG-News. 

        JAIG News Redaktion 

 

 

JAIG ニュースをお読みの皆さん、 

 

日本からは春の便りが届く季節になりました。上の写真は戸倉さん（7K3EOP#542）が新宿御苑で撮影

した桜と野生に帰ったインコです。 

 

この JAIG ニュースでは、ラジオ放送開始 100 年を機会に、それに関する興味あるオーストリヤ-ドイツの

ラジオ受信機について紹介します。 

 

私たちドイツの JAIG グループは DL0DJF と DK0DJF という２つのクラブ局をもっています。それと同時に

DARC から特別 DOK「DJF」が交付されています。しかし最近このクラブ局の利用希望がないので、2025

年 12 月 31 日付けで、この 2 つのコールサインを返却しようと考えています。それと同時に特別 DOK も

無効になります。これについて皆さんのご意見をお聞かせください。 

 

それでは JAIG ニュースを楽しくお読みください。 

        JAIG ニュース編集室 
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Vorwort 

Schon oft haben wir in diesen JAIG News darueber berichtet, dass es in der die Stadt Cham, am 

Eingang zum „Bayerischer Wald“ gelegen, ein namhaftes „Rundfunkmuseum“ gibt. 

Vor etwa fuenf Jahren war in der Sammlung ein Lang‐und Mittelwellenradio ausgestellt, das mich 

in Erstaunen versetzte. Es wurde um 1936 hergestellt. 

Ein typischer in Europa hergestellter Radioempfaenger verfuegt ueber eine 

Frequenzabstimmungsskala, die den Ortsnamen angibt, von dem die Sendung gesendet wird, 

sowie die Frequenz. Wenn man beispielsweise ein Radioprogramm in Deutschland hoehrt, kann 

man auch Sendungen aus den Nachbarlaendern empfangen. 

Was mich an dem Radio jedoch ueberraschte, war, dass es eine runde Anzeige zum Einstellen der 

Skala hatte, um den herum die Frequenzen eingraviert waren, und auf der Innenseite befand sich 

eine Europakarte. Wenn Sie eine Sendung auswaehlen, das heisst, wenn man den Drehknopf 

bedient, erscheint eine Lampe, die anzeigt, woher die Sendung kommt. 

Die Idee ist einzigartig, aber auch die Struktur ist spektakulaer. 

Mit der heutigen Digital- und Glasfasertechnik waere es relativ einfach, dies in die Praxis 

umzusetzen, aber wie bereits erwaehnt, wurde dieses Radio um 1936 entwickelt und auf den 

Markt gebracht. Das hohe technologische Niveau, das die Ingenieure damals hatten und die damit 

verbunndene harte Arbeit sind wirklich bemerkenswert.  Der Name war „INGELEN“ und 

„Radiofabrik INGELEN Ing. Ludwig Neumann GmbH“ mit Sitz in Wien, Oesterreich hat das 

Geraet hergestellt.  Das Rundfunkmuseum hat im Jahr 2021 eine Sonderheft zum Thema

“INGELEN“ herausgegeben. 

Dies ist die elektrische und mechanische Struktur eines Radios, die in Japan nicht zu sehen ist, 

deshalb habe ich sie uebersetzt, um sie japanischen Funkamateuren vorzustellen. 

Mit freundlicher Genehmigung von Michael Heller, Direktor des Rundfunkmuseums, und mit 

Zustimmung aller Autoren, werden wir es auch in dieser Sonderausgabe der JAIG News 

vorstellen. Der Grund, warum ich sie sowohl auf Japanisch als auch auf Deutsch geschrieben 

habe, liegt darin, dass dieser Newsletter fuer die breite Oeffentlichkeit schwer erhaeltlich ist und 

ich dachte, dass er auch fuer deutsche Funkamateure von Interesse sein koennte. 

Besucht bitte doch einmal die Website des Rundfunkmuseums, um sich die Exponate anzusehen. 

Der Link lautet  https://www.chamer-rundfunkmuseum.de   

Auch auf YouTube ist es:  https://www.youtube.com/watch?v=8cljp0xrVOs&t=45s 

Wenn Ihr den Newsletter erhalten moechtet, koennt Ihr Euch unter folgendem Link anmelden: 

https://chamer-rundfunkmuseum.de/newsletter-registrierung/ 

Wenn Ihr zum Bayerischen Wald aus Urlaubs- oder sonstigen Gruenden kommt, empfehlen wir 

Euch auch einen Besuch im Rundfunkmuseum.   Es lohnt sich.  

（Oeffnungszeiten beachten）                JAIG Newsredaktion 
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はじめに 

 

バイエルン州の州立公園「バイエルンの森」の入り口にある Cham 市には有名なラジオ博物館があること

はこの JAIG ニュースで度々お伝えしてきました。 

5 年ほど前だったでしょうか、その収集品の中に私を驚愕に落とし入れた長波と中波のラジオが展示され

ていました。それは 1936 年ごろに製造されたものです。 

 

普通のヨーロッパ製のラジオ受信機には、周波数を合わせるスケールに、周波数と共にどこから送信され

ている放送かを現す地名が書いてあります。例えばドイツでラジオ放送を受信すると、近隣諸国からの放

送も受信できるからです。 

 

ところが私を驚かせたラジオは、スケールを合わせるダイヤルは円形でその周りに周波数が刻んであり、そ

の円周の内側にはヨーロッパの地図が描かれていました。そして放送を選択すると、即ちダイヤルを回すと

その放送がどこからされているかをランプで表示さるのです。 

アイデアも特異ですがその構造も目を見張らせるものがあります。 

現在のデジタル技術とグラスファイバーを使えば、比較的簡単に実用化できますが、このラジオは先にも

書きましたように 1936 年ごろ開発されて市場に出たものですから、当時のエンジニヤの苦労と技術の高

さは目を見張るものがあります。 

その名前は「INGELEN」と言いオーストリヤ、ウィーンにあった 

「Radiofabrik INGELEN Ing. Ludwig Neumann GmbH」 

という会社で製造されたものです。 

 

Cham 市のラジオ博物館では、2021 年にこのラジオについての特集号を発行しました。（表紙を参照） 

これは日本では見ることのできないラジオの、電気的、機械的構造ですので、日本のハムの方々に紹介

したいので翻訳しました。 

 

そしてラジオ博物館館長 Michael Heller さんを始め、著者の方々の了解を得ましたので、この JAIG ニ

ュース特別号として紹介します。 

日独併記にしたのは、この会報誌は、一般には入手が困難ですので、ドイツのハムの方々にも興味があ

るのではないかと思ったからです。 

 

これをお読みになりましたら、もう一度ラジオ博物館のホームページを開いて展示品の数々をご覧くださ

い。 

そのリンクは、 www.chamer-rundfunkmuseum.de です。 

また youtube では  https://www.youtube.com/watch?v=8cljp0xrVOs&t=45s   となっています。 

 

また休暇などでバイエルンの森に来られる方は、一度このラジオ博物館を見学されることをお勧めします。 

 

        JAIG ニュース編集室 
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Ingelen Geoｇraphic というラジオ受信機について  Daniel Paul 

 

この名前「Ingelen Geoｇraphic」という名前は実際にはありません。この言葉は多種にわたる製品の地図

を使ったモデルの総合的な名前です。それはラジオのモデル Ingeln Cosmos から始まり、それに引きつず

いて数年にわたって地図の入った Ingeln Graphic 機、即ち地図の入ったモデルが製造されました。さらに

オーストリヤの隣国への輸出のためにその国に対応した地図を入れ、それらはライセンスモデルとして各国

で製造されました。この Ingelen Geoｇraphic は、1930 年台の半ばに作られたもので、先ずはそこにある

地図に目が引き寄せられます。ですからアンティークラジオのコレクターの心を躍らせるのです。 

何故でしょうか？ 

ラジオ産業の全盛期には、ドイツとオーストリアでは様々な優れた製品がありました。例えば「Seibt 

Sanssouci 326」、別名,Beichtstuhl"（カトリックの「告解室」の意味、訳者注）や Opta のスケート靴等と言

われたものです。 

しかしながら、この地図を使ったこのラジオは、今日ではアンティークラジオの収集家には垂涎の的になって

います。なぜこのラジオ受信機は収集家や見学者にとって魅力的でしょうか? 

これらの質問に答えるために、ラジオ博物館では 1930 年代の写真やパンフレット、ないしは当時おかれて

いたヨーロッパ内の送信所表などをまとめて、会報誌「RUNDFUNK MUSEUM」の特別号としました。 

これらの地図上に表示されるインジケータが完全に動作するラジオ受信機はまるで宝物のように扱われて

います。このような珍しいモデルを自分のものと言える人は、本当に幸運な方です。 

しかし、なぜ、そして何よりも、1930 年代のオーストリアのラジオ受信機産業の全盛期にこのラジオにはど

のような技術が使われているのでしょうか。 

地理を描いたモデルシリーズが魅力的な原因は、ラジオ放送局がディスプレイ上に表示されるというデザイ

ンにあるということは明白です。 

世界中で特許を取得した地理付のスケールは、確かにユニークな発明であり、熟慮さかれたヨーロッパの

地図と、長波と中波の帯域の放送地点を探すときに光る点で構成されています。 

機能はシンプルであると同時に複雑でもあります。すでになくなったこの製品を開発するにあたって、オース

トリアのインゲレン社のラジオ工場では、初期の光ファイバー技術の開発に取り組んでいたのでした。 

スケールに使われていた地図は 1936 年から 1939 年の間にわずかに変化しただけです。最初はカラー

で印刷されていましたが、後には黄色がかった黒色になりました。 

シリーズの最後のモデル「Geographic 39」には、「オストマルク」としてのオーストリアに併合されたズデーテ

ン地方（現在のチェコの北部地帯、訳者注）で、「大ドイツ帝国」の一部でした。 

 

 

（４頁 左の写真は 1936 年にパリで開催された秋の展示会に Ingelen 社が出展したものです。 

そして右のものはモデル「Ingelen Cosmos」の広告です。） 
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lngelen という名前は lngenieur ルートヴィヒ・ノイマン（＝インゲレン）という名前に由来しています。 

lng(e)L(e)N、2 つの文字「e」を挿入することにより、より良い読みやすさと発音がしやすいので追加されま

した。 

（当時の技術者は Ingenieur の Ing を称号として使っていました。今でも時々それを聞くことがあります。訳者注） 

 

残念ながら、1931 年に創業者のノイマンが設立した会社は、彼が他界したことによって、彼の信頼された

同僚たちによって継続されました。そのうちの最も重要な人は技術者の Ing. Karl Kontrussen(カール・コ

ントルッセン)でした。 

 

LCD 画面や LED を使用すれば、今日では地理的スケールの表示は簡単に可能ですが、85 年前、

開発エンジニアは非常に特別なものを考案する必要がありました。 

 

彼らは、今日の光ファイバーの初期の形を考案して、作業員に極薄のガラス管を手作業で苦労して曲げ

させ、パネルの後ろのランプからの光が、回転ホイールを使用して設定された都市や送信所に正確に導か

れるようにしました。 

 

この地理表示器は、1935/1936 年のモデルシリーズとして初めて市場に投入され、当時の元の名前は

「Ingelen Cosmos」でした。 

この地図の裏側やドラムの中を見ると、100 本を超える細いガラス棒 (たとえば、モデル「US 537 W」では 

116 本、モデル「39 W」では 110 本) がさまざまな方法で曲げられているのがわかります。 

それぞれのガラス棒は、地図上の 1 点に終端があります。 

 

受信周波数の同調は次のように行われます： プリセットを設定すると、マップの周囲のランプが受信おた

めのバリコンを回すとその容量の変化とともに同調した局名が表示されます。 

ランプとポインターが目的の送信地点に到達した瞬間、即ち同調したときに電球からの光が、この送信地

点の設定フィールドと地図上の地理的位置を結ぶガラス棒に当たります。 

 

このように完全に機能する Geographic モデルは現在非常に希少になっており、コレクターは 1,000 ユ

ーロ以上を喜んで支払っています。 

 

 

 

 

（8 頁に掲載された写真は１937 年に製造された Geographic US837 型のシャーシー です。 

下の写真は Ingelen 社、1936 年の製品系列の広告です。） 
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ここでは、異なった地図の種類や送信所を表す光点について解説します。 

まずスケールの外側に名前が記されているすべての送信所の場所に、このライト ポイントが設定されてい

るわけではないことにご注意してください。 

 

lngelen 社ではここでよく考えられた選択をしたところだけを実装しました。 

おそらくすべての方々が、初めてこのラジオ見るときに抱くであろう 「ヨーロッパの放送に関するこの詳細な

概要はどのような根拠に基づいているのですか？」という疑問にも、ここで詳しく説明します。 

 

当時、ラジオ雑誌や新聞には詳細な放送局リストが多数印刷されていました。しかし第二次世界大戦

の勃発により、これらの出版物にはドイツ帝国が受信してもよいとの許可が出た放送局だけが表示された

のです。 

ミュンヘン・ベルリンにあるレーマン出版社が発行した「みんなのためのラジオポケットブック」に掲載されてい

る「ヨーロッパの送信所」（1937 年 3 月 1 日の時点）と題された地図とリストを使用して、その位置と周

波数は 98% の確認することができました。 

 

私たちは地図とリストの両方をカラーで編集しました。 

Geographic シリーズに採用されている長波送信機はオレンジ色でマークされ、中波送信機は黄色でマ

ークされています。 

地図の外側にのみ名前が記載されているが、ライトポイントが割り当てられていない駅は青色でマークさ

れています。 

ごく少数の送信所では位置に関して若干のずれがありますが、波長は正確です。これらはチャンネルリス

トでは破線でマークされています。 

 (付録の「地理的スケール」を参照と原文にはありますが、  これは割愛しました、訳者注) 

 

これまで未公開だった写真には、ウィーンにあるインゲレン社の生産工場が写っています。 

特に地理表示の製作中に撮影された詳細な写真は極めて珍しいものでした。 

 

さらに、同様に珍しいオリジナルの製品パンフレットからの抜粋もここに掲載されています。 

（添付ファイル「地理的スケール」、「広告と文献」を参照）………とありますが、ここではこの添付ファイル

は割愛しました。訳者注）。 

 

 

（10 頁の写真は、1938 年に「Die Tonwiedergabe」という雑誌の広告です。） 
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Ingelen‐という名の会社    Eckhart Kull  

Ingelen 社の「インゲレン・コスモス型」と「インゲレン・ジオグラフィック型」、そしてグラフィック付スケールの製

造についての情報 

会社 lngelen 社は、電子機器の会社で lng. Ludwig Neumann GmbH として、オーストリアのウィーンで 

1907 年に設立されました。当初は技術品の組み立て工場でした。しかしこの会社はすぐに電気製品の

生産に切り替えました。これらは、電気モーター、ファン、温風機、マッサージ機等でした。その後、調理・

暖房設備やシュタイアーマルク州フラウエンタールにある第 2 工場での磁器製部品などでした。 

1924 年以降、オーストリアでラジオ放送が始まると同時に、ラジオの受信機が開発され製造されました。 

オーストリアの国内市場は 1920 年代から 1930 年代の終わりまでは需要が容易に管理しやすいもの

でした。国内市場だけでは大幅な売上増がほとんど見込まれない状態でした。この数年間、インゲレン

は、同じくオーストリアに生産工場を置いていた他の 8 社の純粋なオーストリアのラジオ会社、およびフィ

リップスやシーメンスといった外国のグループと競争していました。 

隣国ドイツのラジオ市場への参入はテレフンケンが主導するカルテルによって困難でした。 

長年にわたり機器の輸入を妨げてきた措置は不可能となったのでした。 

1938 年、いわゆるオーストリアのドイツ帝国への併合後になって初めて、ドイツ市場全体がオーストリアに

拠点を置くラジオ会社に開放されたのでした。このため、インゲレン社は当初、他のヨーロッパ諸国の販売

市場に大きく依存していました。 

これは次のように見ることができます。例えば、US26W ラジオは、スイスへの輸出用に特別に製造された 

Geographic モデルです。 

グラフィックスケールと高品質なラジオ受信機で、同社は世界的に名声を獲得し、大規模な輸出市場を

開拓したのでした。さらに、同社は特許取得済みのグラフィックスケール（オーストリア特許番号 145100、

146634、150759 など）と自社開発したラジオシャーシのライセンスを lngelen に付与しました。 例えばポ

ーランドのラジオ会社 Capello 社 とラトビアの VEF 社です。 

これらの理由から、グラフィックスケールに応じてさまざまなラジオ タイプが存在します。 

これらは、インゲレン社によって国内向けのラジオ、あるいは輸出用ラジオとして、また海外の外国企業に

よってライセンスによるラジオとして製造されました。 

この特別号では、Ingelen 社 の Geographic Indicator または Geographic Scale を使用したいくつか

の選択されたモデルのみを取り上げています。 

このモデルの全体網を取り上げれば際限がありません。 

有名なスケール付のラジオセットは、1935 年から 1939 年にかけてインゲレン社によって製造されまし

た。 

戦争が始まると、ドイツの他の多くのラジオ会社と同様に、インゲレン社もラジオの生産を中止しなければ

なりませんでした。1945 年の戦争終結まで、ドイツ国防軍とドイツ空軍向けに電子通信機器のみが生

産されていました。 

             （12 頁は 1935 年 10 月に出版された「Radio Wien 誌」19 ページの広告です。） 
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ラジオ放送の歴史紹介   Eckhard Kull 

1920 年代初頭から 1934/35 年までのラジオと無線機器の発展の概要 

 

ラジオ放送の時代は 1920 年代初頭にヨーロッパで始まりました。 ラジオ放送局の建設は最初の数年

間に行われた。放送という新しい媒体が一般大衆に知られるようになるまでには、かなりの時間がかかりま

した。当初は 1 kW、後には最大 20 kW 程の送信出力を持つラジオ送信機は、1920 年代末まで最

先端の技術でした。また、ラジオ局は首都やその他の大都市内、またはその近くでしか利用できませんで

した。1920 年代では、ドイツの大部分とオーストリアのアルプス地方では、ラジオの受信は、ごく一部の場

所で、それも簡易ラジオ受信機がある場合にのみ可能でした。 

 

（14 頁左のオーストリヤの地図：オーストリヤのラジオ放送局の配置図、1928 発行の Radiowelt 誌から） 

 

当時、受信機の技術、送信機の技術など重要な発明と開発は、わずか 20 年ほど前に誕生した新し

い無線技術で行われました。これは電子管の開発状況にも影響を与えました。 

初めの頃の、ラジオ受信機は主に鉱石ラジオ、または 1 本または、まれに 2 本の真空管を使った単純

な真空管式ラジオでした。ですから放送の番組はラジオ局の非常に限られた範囲内でしか聞くことができ

ませんでした。 

 

そしてまた、これには少なくとも 1 ツの屋内アンテナが必要でした。さらに、ラジオ受信機自体が高額でし

たが、真空管式の場合は運用費用も高額となりました。何故なら常に新しいヒーター用の電池とプレート

用の電池を購入したり、それらの電池を充電したりする必要があった故です。 

 

真空管は高額で、使える寿命も限られていました。ラジオ番組をヘッドフォンで聞きたくない場合は、スピ

ーカーと、多くの場合真空管アンプを購入する必要がありました。そしてラジオ放送を受信する場合には

届け出なければなりませんでした。 

 

ドイツでは、月額 2 ライヒスマルク（RM と書く、訳者注）の受信料金を支払わなければなりませんでした。

無届受信は処罰されました。1920 年代、一般のラジオユーザーは、たいていは最寄りのラジオ局だけを

受信していました。 

いわゆる DX 受信は、多大な努力と高価な受信設備がなければ実現できませんでした。複数の真空管

を使った本格的なラジオ受信機を所有することは、1920 年代は贅沢品でした。 

 

（14 頁下の表は、各種ラジオ受信装置による受信結果、1928 発行の Radiowelt 誌から） 
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1930 年代の初めのラジオ放送の状況は変わりました。 当時の中波送信機の送信技術は、比較的完

成の域に達していたからです。 

ヨーロッパのほぼすべての国が放送ネットワーク網を構築しました。既存のメイン送信機の送信電力は 

100kW、場合によってはそれ以上のこともありました。それと同時にサテライト局も設置され、その送信電

力は最大で 20kW でした。これは、フランス、イタリア、ドイツなどの平坦な国では、人口の大部分がラジオ

放送を受信が可能になることを意味しました。 

 

さらに、ヨーロッパ諸国にも長波送信所が設置されました。 

長波は、その物理的な伝播条件により、はるかに広い範囲に伝わります。 

ヨーロッパの中波・長波ラジオ局の数は数年のうちに増加しました。それによってラジオ局の周波数が不足

するようになりました。その解決策としては、いわゆる単一周波数ネットワークを構築することでした。つま

り、低送信電力でより大きな領域を複数の送信機で、同じ周波数（波長）で送信されるようにしたのでし

た。 

これと共にラジオ受信機の開発も急速に進みました。今では、特殊な電子部品、増幅度がはるかに高

い真空管、低周波または高周波アプリケーション向けに特別に設計された真空管などが登場していま

す。 

電源に接続でき、スピーカーが内蔵されたラジオが普及しました。またラジオの販売価格もより手頃にな

り、少なくとも多くの人たちも 2 本または 3 本の真空管を(整流管は考慮しません)使ったシンプルなラジ

オを購入できるようになりました。  

 

これらのラジオ受信機は、室内アンテナでいつでも複数のラジオ放送を聴くことができるようになりました。ラ

ジオのユーザーはもはや地元の放送局に依存しなくなったのです。適切なアンテナ例えば枠型アンテナや

ワイヤアンテナなどを使用すれば、特に夕方や夜間にはさらに遠く離れた外国からの放送も受信できるよ

うになったからです。 

ラジオ放送の開始以来、ラジオ受信機には、放送局を選択するために数値的なスケール（例えば 1～

100）か、中波の範囲が波長にリンクされたスケールの 200〜600 メートルと表示されていました。  

ラジオが 1 局、2 局、または最大 3 局しか干渉なく安定して受信できないので、このような目盛りで十分

でした。ラジオの受信者は目盛りの数字を使って、放送局の目印にしました。しかし、この状況は 1930 

年代の初めに根本的に変化しました。 

 

強力な送信機は通信範囲が格段に広くなり、ラジオ受信機の感度と選択性も格段に向上しました。 

夕暮れ時や暗闇でも、長距離受信やヨーロッパの外国放送局の良好な音質での受信が可能でした。 

ラジオ受信者は、広い範囲のラジオ局放送を受信できるようになりました。    

強力な送信出力を持った放送局の電波はそれを受信できる範囲が格段に広域になり、それにラジオ受

信機の感度と選択性も格段に向上しました。 

 

夕暮れ時や夜間は、遠くの放送やヨーロッパの外国放送局の良好な音質での受信が可能できました。 

そういうことでラジオ受信者は、広い範囲のラジオ放送を受信できるようになりました。 

 

16 頁の広告は 1938 年の 8 月号 Radio Amateur 429 ページに掲載された INGELEN 39 のもの 
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ラジオ受信機の製造会社はどうして 1934 年から非常に複雑なダイヤルを持つラジオの設計・製造を始

めたのか。例えば、この号で取り上げた INGELEN 社の地図付きダイヤルについて説明します。 

 

1934 年 6 月、ヨーロッパ地域、地中海沿岸諸国、ソビエト連邦などの 155 kHz から 271 kHz (波長 

1935m から 1107m に相当) の長波帯域にあるラジオ局 30 局が世界放送連合に登録されました。 

中波帯 519 kHz から 1500 kHz、（波長 578m から 200m に相当）には、237 ものラジオ局が存在しまし

た。もちろん、ここでは地理的な場所を考慮する必要があります。 

ソ連のアジア部分または地中海東部の国々にある送信所の低出力送信機、および同一周波数送信

機ネットワークの場合、相互に干渉するとなく周波数を複数回使用できます。 [Radio Wien"誌 41 号

19341 年 7 月 6 日発行から引用] 

正確な数値や波長の表示をする単純なダイヤル目盛りは、すでに述べたように、これほど多くの中波放

送局を記載するだけではもはや十分ではなくなりました。ラジオ放送を選局中に、受信者は長時間聴か

なくても、どの局を選局したかをすぐに認識できるようにしたいと考えていました。彼等はまた好みの放送局

を素早く簡単に見つけて聴くことができるようにしたかったのです。 

どちらの場合も放送局の名前が必要だったのです。 

ベルリンのラジオ受信者は、2 球式レフレックスラジオでローカル局の他に、さらに 2１局を高品質で受信

できました。 

ラジオ業界はすぐにこれらの需要を認識し、放送局の名前が記されたダイヤルをラジオに装備しました。 

波長と、それほど頻繁ではないが放送局の周波数はダイヤル目盛り上に記載されてはいましたが、これら

の詳細は、背景に小さな文字で書かれていました。 

新しい点は、放送局名が記されたダイヤル目盛りを、それぞれの機器の開発中にメーカーが調整する必

要があったことです。ダイヤル目盛り上の各名前の後ろには、明確に割り当てられた受信周波数が書いて

ありました。 

しかし、ラジオメーカーはダイヤル目盛りの設計において新たな困難に直面しました。 

ソ連のヨーロッパ部分にある最も強力な中波送信局だけを考慮したとしても、小規模で地方的な外国の

送信機は国境付近のものだけが考慮され、一般的な周波数が短縮されただけだったのでした。 

まだ 150 ほどの放送所の名が残っていたが、ラジオの規模に合わせて調整する必要がありました。 

さらに、最も重要な長波送信所の局名も含まれていました。 

 

ラジオのダイヤルの目盛りは正確にそして読みやすく設計する必要があります。しかしそれを実現するため

の長さ max 30 cm、高さ max10 cm の長方形のダイヤル目盛りを実現するのは事実上不可能でした。

円形の目盛りでは、放送局の読み取りや明瞭さに問題がありました。円形のダイヤル目盛りでは、多か

れ少なかれ大きな円形セクションのみが表示されました。 

1933 年頃から、いくつかのラジオメーカーでは中型や大型のラジオについては、ほとんどの送信局を表示

できる特別なダイヤル目盛りが開発されました。 

単純なガラスやセルロイドのダイヤル目盛りは廃止され、いくつかの複雑なダイヤル目盛りの構造が開発さ

れました。例えば光学ディスプレイ、印刷されたテープ目盛り上のアルファベット別の放送局選択方法、国

別テープインジケーターまたは国別テープ目盛り、などです。 

（18 頁の表は、1937 年のベルリンで受信可能なラジオ局、1935 年 12 月に Radio 販売店誌に掲載 

説明：これは 2 球式ラジオで室内アンテナを使って受信できるもの） 
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先に挙げた構成と機能については、複雑な精密機械と光学技術が問題でした。 

インゲレン社は独創的な地図付きダイヤルを製作して、それを Ingelen Cosmos 型や地図を使ったモデル

を発表して世界的に有名になりました。 

 

このテーマでは、当時の歴史的側面も重要な役割を果たしました。 

ラジオという媒体によって、ラジオ受信者はより遠くの放送局や外国の放送局さえも聞くことができるように

なりました。もちろん、多くの人がこれらの新しい情報媒体を利用したいと考えていました。 

この新しいメディアのおかげで、受信感度の高いラジオ受信機を購入してこれらの放送局を聴くことができ

れば、ほとんどが地元の新聞からの情報だけに依存する必要がなくなりました。 

1920 年代にはアマチュア無線クラブも誕生し、そのメンバーは遠く離れた、特に海外のラジオ局の放送を

可能な限りクリアな形で、適切な音量で受信しようと努めました。 

受信装置はクラブの所有物であり、ほとんどは回路図と構築ファイルを使用してクラブのメンバーによって

組み立てられました。 

これにより、高価で高性能なラジオ受信機を購入する余裕がなかった人々も情報を共有することが出来

るようになりました。 

一方で、遠く離れた外国の放送を受信することは一種のスポーツであり、人々は他のクラブと競い合って

いました。またもう一方では、20 年代と 30 年代には、政治や経済情報に対する国民の関心は高まっ

ていました。 

 

もう一つの重要な事柄は、1930 年代初頭にラジオの同調スケールに外国の放送局の名前が表示され、

其の時初めてラジオの所有者は有名で歴史的に有名な都市を訪れ、外国の文化を体験したいという 

の意識が現れ始めました。ラジオ放送でのニュースはフランス語や英語あるいはイタリア語などで聞くことが

できました。ラジオのダイヤルにはイタリアの地名、例えばローマ、フィレンツェ、ミラノなど、そしてまたはフラン

スの地名都市名: パリ、マルセイユ、トゥールーズ、ボルドー、ニースが書き込まれるようになったのです。こ

れらは文学や歴史でよく知られていて訪問したい憧れの地でもあったからです。 

外国旅行は、当時は国民のうち非常に裕福な層だけができるものでした。いわゆる中流階級の人々にと

っては、それは手の届かないものだったのです。人々が休暇に出かけるとしても、それは自分の国内だけに

限られました。これらの外国の放送を受信できるようになって当時のリスナーは、すくなくともともこれらの放

送局を聴くことができ個人的にアクセス可能な都市を訪れ、異国の雰囲気を少しでも体験したかったの

です。また一種の仮想訪問者のような体験をしたのでした。 

この観点から見ると、情報の価値と明瞭さの点で、lngelen の地理付ダイヤルは絶対的な勝者でした。 

ラジオ放送の受信者の目の前には光るヨーロッパの地図があり、聴いているラジオ局は地図上の光る点

で示されていたからです。 

 

出典： ラジオの世界誌 1927 年 と 1928 年から 

     ラジオと輸出業界誌の異なる年号誌  

ラジオ業界誌の異なる年号誌 

     音響再生誌の異なる年号誌 

 ラジオの使者誌の異なる年号誌 

（20 頁の広告は、1935 年の 13 号誌、ラジオと輸出業界紙に出されたもの） 
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どの様にして地理付のダイヤルが誕生したのか - 歴史的、そして技術的な考察 

Hans‐Thomas Schmit  

 

この章では、読者には魅力的な地理付ダイヤルはどのようにして生まれ、そして、それによって何が起こっ

たのでしょうかを考えてみます。幸いなことに、これらすべては特許文書に記載されており、ここではそれらを

抜粋して紹介し、説明したいと思います。そしてダニエル・パウルさんは、制造過程の珍しい写真も 3 枚

提供してくれました。（28 頁を参照、訳者注） 

 

まず最初の特許 AT146634 から始めましょう。 

 

社名：Ing. Ludwig Neumann Gesellschaft m. b. H. 会社の所在地： Wien.（ウィーン）  

特許名：ラジオ受信機の放送局表示装置について 

登録日：1935 年 4 月 4 日に登録されました。 

特許期間の開始日: 1936 年 3 月 15 日 

 

特許請求の範囲: 

１．ラジオ等の放送局表示装置であって、当該放送局を特定の放送局等に合わせるための同調手段を調整する

ことにより、当該放送局の地理的位置を地図等上で視認可能にすることを特徴とするものであって、調整ノブまた

は類似の調整手段のそれぞれの設定に応じて、適切な伝送要素を介して光ビームが当該放送局に送られる。反

射や屈折によって光線の経路を決定する方向または光学的手段（鏡、プリズムなど）は、光線が問題のステーショ

ンに対応する点は、平面または湾曲した位置に適切に固定され、穴または同様の半透明の表面を通して表示さ

れる当該放送局に対応する点全体または点のみに投影される、地図を表す表面上に投影される。 

 

この最初の特許請求項には、送信周波数が設定された送信機の位置が地図上に表示されることが一

文で記載されています。すべての地図付きダイヤルの基礎となるものです。 

2 番目の特許請求項では、地図付ダイヤルについて説明しています。 

 

２．請求項１に記載の放送局の表示装置であって、設定手段の調整に応じて移動または回転可能な支持体上

に、小さな鏡やプリズムなどが設定目盛りなどに表示される放送局に配置され、ある方向に走る線が、調整手段

の調整に使用されるミラーからミラーまたは類似のものに向けられた光線にしたがってミラーキャリア（鏡の運搬人）が

光線の回廊にあるステーションに運ばれ、地図上の放送局に投げられる。  

 

これに関するイラストは 22 頁の Fig.１ にあります。 

 

同調つまみ（9）は可変コンデンサと円形ディスク（22）を駆動し、円形ディスクの端には小さな傾斜された

回転ミラー（21）が取り付けられています。各ラジオ放送局には独自のミラーがあります。 

回転することにより、一度に 1 ツのミラーのみが指向性光線 (20) にさらされ、その後、カード (1) 内の

適切な位置 (S) に背後から光スポットが投影されます。 
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    3 件目の特許請求の範囲は、ミラーを必要としない投影スケールで
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3 件目の特許請求の範囲は、ミラーを必要としない投影ダイヤルでした。 

３．請求要項１に記載の放送局表示装置であって、光ビームを発生する装置自体、またはビームを偏

向させる装置、例えば、 1 つまたは 2 つの交差した鏡または類似のもので構成され、放送局の座標に

応じて形成され、装置の設定に応じて同時に移動する光学装置のひな形またはガイドは、装置が調整

されている地図上の放送局にビームが投影されるように、基本的に 2 ツの軸を中心に互いに適切な直

角で回転します。 

これを Fig 2 と Fig 3 に示します。（24 頁の図を参照してください。訳者注） 

同調ツマミ（9）は、同調コンデンサに加えて 2 ツのカムディスク（27、29）のうち１つは水平に配置され、他

方は垂直に配置されています。垂直カムディスク（27）は２つのローラーを備えたガイドと噛み合う（Fig 3）よ

うに作動します。ディスク（27）が回転すると、ガイドが一定の方法で上下に移動し、可動光源（16、17）

に取り付けられたスプリングマウント（35）ロッド（31）を駆動します。指向性光（46）を発し、カムディスクが

回転すると上下に揺れます。同様に、水平カムディスク（29）は光源を右または左に回転させます。同調

ツマミの位置に応じて、光スポットが地図上の適切な場所に向けられます。 

最初の特許申請から僅か 12 日後に 2 番目の特許が申請されました。 

特許番号：ATl45100 

社名： Ing. Ludwig Neumann Gas.m.b.H (ルートヴィヒ・ノイマン社) 会社の所在地 ウィーン 

特許名： ラジオ受信機放送局表示装置について 

登録日： 1935 年 4 月 16 日 

特許期間の開始日: 1935 年 11 月 15 日 

特許請求の範囲: 

1. ラジオ受信機用放送局表示装置で制御ボタン等を操作して装置の選局手段を特定の放送局等

に設定することにより、当該放送局の地理的位置も地図等上に表示される放送局等であって、地

図上に表示される放送局は、それぞれ、一定の範囲内で任意に曲げることもできる剛性または柔軟

性のある導体によって位置に接続されていることを特徴とする。例えば、表示すべき放送局の距離に

対応する距離で、1 本以上の直線または曲線に沿って（波長順など）設定スケールまたは類似のも

ので、そこから同調手段が特定の局に設定されると同時に、それぞれの局が割り当てられる。地図の

表面（視覚画面）上の対応する点の導体は、他の点と明確に区別できる視覚的な記号を生成する。 

以前の特許の複雑な構造は製造が難しく、故障しやすいことが早くから認識されていました。そのため、

周波数設定に応じて光点を地図上に表示する別の方法が模索されました。そのアイデアは、光学的ま

たは機械的に光を個別に伝送して導体を適切な場所に配置することだったのです。 

特許請求の 2 項では、光が透過できるように送信機の位置の個々の穴を閉じるか開く自転車のブレー

キなどのような構造を説明しています。ここでは引用は省略します。 

特許請求の 3 項には、曲げられたガラス棒を使用した設計が記載されていますが、これは実際に使用さ

れており、光ファイバー技術 (光ファイバーケーブル) の最も初期の応用例の 1 つです。 

しかし、自分で読んでみてください。 
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３．特許請求項１に記載の放送地表示装置であって、表示される放送地には光路（例えば、全反射ガ

ラス棒、空気または充填された光路）が設けられることを特徴とし、当該放送地に割り当てられた光チャ

ネルの端部には、同調手段が特定の放送地に設定されると同時に、当該放送地に割り当てられた光チ

ャネルの端部（チューブ、平行反射ストリップなど）が光学的に作用し、当該放送地の他方の端部、ひい

ては当該放送地の当該地図上の位置が、他の位置とは明らかに異なる照明によって目立つようになる。 

 

この特許には図がありません。しかし、これには技術的な実例があります： 

 

全体の構造は 2 つの同心円状の金属板ドラムで構築されました。 

外側のものは安定性をもたらし、すべてをまとめます。内側のケースにはすべての光路が収納されていまし

た。 

それぞれの波長帯ごとに小電球があり、同調設定に機械的に結合され、内部ドラムの周囲をガイドされ

ていました。 

散光を防ぐために、個々の電球は専用のハウジング内に設置されました。 

 

この筐体には前面には、目盛り線を 1 本、側面にもう 1 本引いて、内側のドラムの外側に光の点を作

るための開口部があります。 

 

内側のドラムには、側面の光の入口から開口部までガラス棒が配置され、放送地の位置はヨーロッパ地

図の前面に表示されます。 

地図上には短波の放送地が記されていなかったため、ランプハウジング内の対応するランプには、スケール

に向かってのみ開口部があります。 

 

 

（1936 年代の地図付き同調ダイヤル：、 

26 頁の右上の写真は、色付きの地図の例、 

下の写真は、ガラス棒が入ったドラムの内側の様子） 

 

（カーム市にあるラジオ博物館の展示室には、1930 年代のラジオ機器が展示されています。） 
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４．特許の請求項１から３のいずれか一項に記載の放送地表示装置であって、チャネルが適切な材料の

固体ブロックに埋め込まれているか、または適切な穴または空部が形成される装置。 

 

幸いなことに、これは実行されませんでした。繊細なガラス細工がガラスの塊から鋳造されたことを想像し

てみてください。私たちはそれについては決して知ることはありませんでした。 

 

以下に製造工程の珍しい写真をいくつか紹介します。 

 

 28 頁左上の写真はガラスの製造工程です。 

 

湾曲ガラス棒の製作はすべて手作業で行われました。 テーブルの上に置かれた四角いカードには、それ

ぞれのガラス製ライトガイドの形状と長さに関する情報が記載されていました。 

 

28 頁左下の写真です。 

 

完成したガラス棒をダイヤルのドラムに取り付けます。 金属板ドラムはケーキを焼く型のようになっていま

す。 壁の内側に印刷したひな形を挿入し、それには穴を開ける位置を示したガラス棒と組み立て説明

書の番号が含まれています。 

作業台の前面には、各ガラス棒をドラムに接着するための正確な手順が記載されています。 接着剤が

硬化した後、ドラムから突き出ているロッドは切断されました。 ひな形はドラムの中に残しました。 

 

完全に組み立てられたダイヤルのドラムをシャーシに組み込みます。外側からは（外側の）ランプガイドドラ

ムのみが見えます。 背面の長方形の開口部から 光マーカーの 3 ツのランプを容易に交換できるように

なっています。 

28 頁右上の写真を合わせてごらんください。 

 

（28 頁右下の広告は、Radio Handel und Export 誌 1938 年第 7 号に掲載されたものです。） 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

   （ここからは 31 頁の翻訳の続きです） 

このアイデアはもはや実装されませんでした。一方で受信可能な局の数はますます増加し、他方では

1938 年 3 月 11 日と 12 日にオーストリアのドイツへの併合が起こりました。さらに第二次世界大戦の初

め（1939 年 9 月 1 日、ポーランド侵攻）には、「敵国のラジオ放送」を聞くことは禁止されていました。もう

1 つの理由は、おそらく機械の複雑さでした。120 もの放送局と、それと同じ数のトリマーコンデンサーを想

像してみてください。 それらを正確に調整しなければならなかったのです。もう一つの問題は回路の複雑

さでした。もしかして受信者に「敵国の」である BBC ロンドンを聞きたくなかったのか？ 

  

完全な特許の内容は、ドイツ特許庁および/または欧州特許庁からオンラインで閲覧およびダウンロード

できます。 
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3 番目の特許は、今日でも革新的な構造をもったものでした。 

特許番号 AT150759 

特許の申請者社名： Ing. Ludwig Neumann Gesellschaft m. b. H. 会社の所在地： Wien.（ウィーン）  

特許名：ラジオの放送局表示または設定装置 等  

登録日：1936 年 4 月 11 日に登録されました。  

特許期間の開始日: 1937 年 4 月 15 日 

 

特許請求の範囲: １．ラジオ等の放送局表示または設定装置であって、地図等上の特定の放送局に

対する機器の設定または同調装置または選局を、当該放送局に対応する地図等上の地点に配置さ

れた接点またはスイッチの素子を作動させることによって行われることを特徴とするもので、 設定する放送

局の位置に押しボタンスイッチのように固定位置に配置された作動要素が 適切に全反射する光学手

段（ガラス棒や管など）が設計され、低圧などによって光線の範囲内に導入され、地図などの表面に目に

見えるように配置された、操作されている機械的構造の端が、対応する印象的な照明に関連して他の

機械的構造上に現れること。 

 

このアイデアは、地理付ダイヤルシリーズをさらに改良することで、新しい選局ボタンは、ヨーロッパの地図

上に直接配置されることになりました。 これを詳しく見てみましょう。 

 

（ここで 30 頁左下の図を見てください。訳者注） 

 

選局ボタンは従来モデルと同様に点灯することになっていたため、ここにもライトガイドが設けられました。

新しい点は、これらのライト ガイドがすべて同じ形状とサイズ (10a, b, c,...) を持ち、奥行き方向に移動

可能であることです。 ボタン（10c）を押すと、ライトガイドが下がり、 そして、その後ろの端が、横長のラン

プ（SofittLamp という、訳者注）（25）によって発生した光が光束として中に入ります。 ボタンが点灯しま

した。同時に、板バネとドラムの背面板（8）からなる圧力接点が閉じられ、固定コンデンサ（23ｃ）が周波

数決定回路のインダクタンス Q4 ）に接続されました。 同調回路つまり、各受信周波数には独自の同

調用の コンデンサが必要になります。 異なるボタンを次々に押すと、共振回路の静電容量が変化し、

周波数も変化します。しかし、円形スケール上のライトマーク表示は省略する必要がありました。 

放送局を変更する際に印刷されたライトガイドが再び出てくるようにするために、1950 年代の「義歯ラジ

オ」のボタンに似たロックおよび保持装置が必要でした。 

 

２．請求項１に記載のラジオ等の放送局選局装置であって、放送局に割り当てられた要素を作動させる

ことにより、別の放送局の最後に作動させた要素が自動的にその休止位置または初期位置に戻され、

これにより、後者の要素によって行われたスイッチオンまたは設定などがキャンセルされることを特徴とする。 

 

キーが押されると、光ガイドの端にある小さな突起（12）が金属板（15）を横に押しました。リードが克服さ

れると、金属板 はスタート位置に戻りました。 ボタンは押されたまま点灯し、接触点はそのままです。ここ

で別のボタンを押すと、金属板が再び動作し、設定されたプッシュボタンが解放され、接触スプリングの助

けを借りて再び飛び出し、同時に他の押されたボタンが接触を閉じる、といった動作が起こります。 

    （以下の翻訳は 29 頁に続きます。） 
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